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【毛野小 HP】

「君が代蘭 咲く南門 子ども待つ 」
き み よ ら ん さ みなみも ん ま

君が代蘭は学名が「栄光ある」という名だそうです。南門に咲き子ども達
を迎えるのにふさわしい花のようです。
子ども達は運動会の練習、遠足等大きな学校行事に向かって日々頑張って

がん ば

います。秋の夜長、子ども達から学校でのいろいろな話を聞く機会をもうけ
てください。思いがけない楽しい話を聞くことが出来ると思います。

毛野小ふれあい読書週間
ど く し よしゆうか ん

10月 18日（月）～ 11月 12日（金）
図書だよりでもお伝えの通り、読書週間が
始まりました。
スタンプ用紙に自分が読んだ本と題名と

簡単な感想を書いてみましょう。5 冊読むかんたん

と図書委員会よりしおりがもらえます。
また、家族で読んだ本のコメントを書いて
「うちどくコメントコンクール」（用紙は配
布済み）にたくさんの応募をお待ちしていま
す。昨年は 320 組のご家庭からの参加があり
ました。今年は去年以上の参加が期待できま
す。

【新刊がそろった図書室】
※図書ボランティアの皆様ありがとうございます。

エキスパートティーチャーの指導
10月 19日（火）

5 年生の体力テストの結果を受け、各クラ
スごとに、特に投力の指導をしていただきま
した。様々な練習方法で楽しく学習をしまし
た。
「よく動い
ていて、す
ばらしい子
ども達です
ね。」と、
ほめていた
だ き ま し
た。

「子どもの話に耳を 傾 けよう」 作 デニス・ウェイトリー
かたむ

今日少し あなたの子どもの言おうとしていることに耳を 傾 けよう。
かたむ

今日、聞いてあげよう、あなたがどんなに忙しくても。

さもないといつか子どもはあなたの話を聞かなくなる。

子どもの悩みや、要 求 を聞いて上げよう。どんなに些細な 勝 利の話も、どんなにささやかな行いもほめ
なや ようきゆう ささい しようり

ておしゃべりをがまんして聞き、いっしょに大笑いしてあげよう。

子どもに何があったのか、何を求めているのかを見つけてあげよう。

そして、言ってあげよう、愛していると。毎 晩・・・。毎晩・・・。
あい まいばん

叱った後は必ず抱きしめてやり、「大丈夫だ」と言ってやろう。
しか

子どもの悪い点ばかりをあげつらっていると、そうなってほしくないような人間になってしまう。

だが、同じ家族の一員なのが誇らしいと言ってやれば、子どもは、自分を成 功 者だと思って育つ。
せいこうしや

今日少し 子どもが言おうとしていることに耳を傾けよう。今日、聞いてあげよう、どんなに忙しくても。子ど

ももあなたの話を聞きに戻ってくるだろう。

「家族のきずな」エッセイ
１１０名の応募をありがとうございました。た
くさんのあたたかい「家族のきずな」が寄せら
れました。応募総数は毛野小が一番でした。

30名/1298名の入賞者に、4年生 1名、6年生 2
名計 3名の児童が入賞しました。



6年生のあいさつ運動 10月 8、13日
「おはようございまーす。」
「おはようございまーす。」
と、昇降口付近で 6 年生の
元気な声が響きわたりまし

ひび

た。最上級生としての活動
です。
あいさつは人と人を繋ぐ

大切なものです。元気なあ
いさつがたいへんよくできる毛野小の子ども達が多くな
ってきました。

清掃活動
ピロティーの砂をき

れいに掃いてくれてい
ます。きれいな毛野小
のために 6 年生が自主
的に活動をしてくれて
います。

活躍する飼育委員会
し いく

今 2羽のうさぎがいます。飼育
委員会では毎日の餌（ラビッドフ
ード、キャベツ）やりを欠かさず
行っています。命に関わる重要な
仕事です。また、飼育小屋の掃除

も大切な仕事です。児童がうさぎ
とふれあう時間などをつくって工
夫した取り組みも見られます。

運動会の練習を全力で！
スローガン「毛野っ子一同 勝利の果てまで行って Q」

しよう り は

各クラスの話合いより持ち寄った、多くのスローガンの中から代表委員会にて決定しまし
た。このスローガンのように、毛野小の児童が協力し合い、勝利をめざして楽しんで欲しい
と思います。

9 月の感染流行により、今年もやむを得ず運動会を延期することとなりましたので、時間
を短縮しての実施です。今年は表現運動が復活しました。その分障害物競走は行わずに全学
年で徒競走を行います。今、1年生から 6年生は練習真っ只中です。

【開会式進行練習】 【校旗入場行進練習】

【表現運動の練習】 【応援団練習】


